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Vil要約

I 問題の設定

1950年代後半以後のタイにおけるトウモロコシ

生産の発展には目ざましいものがあったほ1）。こ

のような急速な発展をもたらした要因としては，

(1）海外，特に日本からの需要の急増，（2）需要の急

増に敏感に反応する小農民の存在，（3）土地資源の

存在，但）豊富な労働力の存在，（5）農民，仲介業者

による資本の供給，（6）政府の開発政策とアメリカ

の援助，（7）米作フロンティアーの消滅，（8）トウモ

ロコシ栽培の改良による生産性の向上， などがあ

げられている世2）。

これらの要因が示すように， タイにあけるトウ

モロコシ生産の拡大は，小農輸出生産の拡大によ

ってもたらされたものであった。運輸通信の改善，

外国商社の介入とヤう二つの初期要因によって，

小農は余剰の家族労働力を用いて， 後背地の森林

を開墾し，トウモロコシを栽培しはじめた。この初

期の段階では資本も必要とせず， ほとんどが自家

金融で賄うことができた。農民は米作による自給

自足農業を生活の基盤にしているので， トワモロ

里子 中 耕
いち

コシの販売による現金収入は余分の消費物資の購

入にあてられた。あとで述べるように外部から持

ち込まれたこれらの消費物資が生産を刺激した。

しかし，外国からの急増する需要に対応してト

ウモロコシ生産を拡大しようとすると， 自給自足

経済を営みながら他方でトウモロコシを生産する

というこの方法を続行することはしだいに困難に

なってくる。まず第1の嘩害は，接近しやすい末

利用の後背地がしだいに減少するとし、うことにあ

らわれた。未利用地が遠くなればなるほど，自給

自足経済を営みながら片手間に商品作物を栽培す

るということが困難になってくる。この段階にお

いて農民は自給自足経済を離れて商品作物の栽培

に特化するかどうかの決意を下さなければならな

かった。その判断の基準になるものは，一般には

トウモロコシ栽培が比較的安定した高い収益を保

証するかどうかということと， 家族内の余剰労働

力が流出していくときに，生産を落とさずに維持

できるだけの労働力をその家族内に残しうるかど

うかということである。

肥沃な米作適地の減少によって，米作地帯の農

家には， このような余剰の労働力が蓄積されてい

た。あとで述べるように，米作地には農業の不安

定のために他地域へ移住したいという多数の農民

も存在していた。また， トウモロコシ需要の増加

は， トウモロコシの栽培に比較的安定した有利な

収益を保証した（注3）。

しかし， トウモロコシの栽培適地に向かつて大
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量の労働力が流出し， 広大なトウモロコシの生産

地が形成されるためには，なおかつ広大な宋利用

の土地が開墾可能であったことや， 仲介業者によ

る資本の供給が必要であった。

このレポートはこのようなミントのいう小農輸

出生産の第2の局面の形成〔」しりに， 土地，労働，

資本という供給面の要因がどのような形をとって

参加していったか， またそこで小農民と輸出需要

を結びつけた仲介業者（主として華僑）の役割はどの

ようなものであったか，について報告する。

（；主 1) 最近10年間のトウモロコシの生産量と輸出

量（j:次のとおリである。

平 l~ic~高ζ万長不石トユ11瓦石両日

1957 I oじ＂ 136.8 I 64.3 
1958 I 792 186.3 I 162.9 

J9GJ l ,"185 543.9 514. 7 
1961 1, 91G :589.3 567 .2 
19什2 2 1リ51 665.4 472. 4 
196:, 2, bl2 857. 7 744. 0 
l甘o.i4 J, 4-19 935.1 J, ll5. 0 

1965 3, li(J5 1,021.3 rJL4 

(1',J＼＂〕 '.l,firncslryoi Agrictolture, Aw1rn／／川・a/Stf!tist,cs 
心fThni/a,,d 796!5 

(d 2) 汗；怯一夫「タイにおける｜！？モロプシの~！：.

p（： と流通」（「7ー，；.7 経済』， 1965年 6 ノ·~ ¥J ), 30～日2ベ

レ〆。

民林省経済問『タイ・｜ウモロつ予 ~I，司王仁報令書J 〔 H月

刊141:4三4月）， 77～99ヘージ。

（，仁 3〕 lウモロコンと対牧i奇心w以入， ＇11/）羽を向
｜時点，同地以で比較するこ土 IJI剥縦である。 1959年に

おける代表的七地域♂」トウモロコシのJI又量と庭先制門

をみると次のようになる。

収 見｛o:i 格旭川入現金支：）j （うちid'.¥
J由 H 〔kg／ラ：（パーツ／〈パーツ／ラ（パ－ ・y Iラ し日労口j

ノ7 ト〆〕ィ〕 i) 、 r

ロノブリー 1 378 i 714 I 270 II 1s1 〔l」5.91) 
ヅコ〆サワノ 290 I 690 I 200 Ii 60.82 (42.C3) 
己ソサヌ円一ク 290 I 690 I 201 ;: 47.4G C33.91J 
サラプ ・1 - 342 ! 744 I 254 1: 12s. 63 en 5之〕
ブコ／ 三ーチ1 29竹｜ ,11 I 2'.!9 11 122.11 C95.99J 
メー γ ー l I I 

〔出所J Chciyong Clrnchiirt. J:ti;iρh/11 lac kiinlci/at thi 

liratoplia11khayaiんiinpliik khiiuph6t nai prathetthaz, 

1%3. （“ Productiυ11 and！河川ketingProblems Affectiug 

the Expans10n of Corn Growing in Thailand,' ’Kase 
Isa, I U,1,u Economic Report, Bangkok, 1962) 

サラプリー， ロップリーなど入ウモロコシ栽培に作
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化している地J或では収量l立高くライ当たり 300平ログ

ラムをこえている。間1告は運賃を度映してナコン十ワ

ン， ピッサヌロークでは安くなっている。このためラ

イ当たり粗収入；ニサラプリー， ロップリーでぽ 254パ

ーツ， 270パーツとピッサヌローグやナコンサワンの

'.201ノご一九 200パーツを50～70パーツ上回っている。

-・:Jj, 19561f.における米作の粗収入は， i欠のとわ：

である。

地 域｜酬い三－ 'Y/ I・ c,) I叫人（パ ）／ ラ（）

ロノフ ＇） ー 781 198 
プコンサワ／ 676 171 
サラフリー 892 22G 
ベノヲャブー／ 565 124 

〔とじ所〉 Uthit Naksawat, Phiiwa 11isin khong chauna lac 

kan Makhau naiρhtik kiting /)rathetthai （タ f中部にお
ける農民負仇と米取引）, 1958. 

全国平均の収量（253キログラム／ライ〉を用いて計

算すると， J長も価怖の高い」ナラプリーで226ハ－ ／で，

トウモロコン／の254パーツを若干下回っている。

次に費用のうち現金支出についてみると，サラブリ

ー， ロップリー，ナコンラーチシーマーなどトウモロ

コシに特化した地帯では雇用労賃が高く，そのためこ

れらの地峡でほ粗収入は高いにもかかわらずil:i'.誌は逆

に他の地域を下回ってし、る。

米の費用についてはまとまったずータがないが，干

ャイヨン教慢の中部米作地帯の調査（後出〉では自11一

段でライ当たり 58.48パーツとなっている。これらの

引用にはいすれも自家労賃が計算されて、、ないが， も

しこ i' t;,計算に入れると，米作では田他え，稲メljなど

II年間のかかる作業がはL、ってくるので，米（下の費用は

トウモロコシを上回って〈る。

ナコンサワンの農協で｛立米とトウモロコシ／のヲイ当

たり費用をけくのようレ：積算しているが， これがほほ探

f桂!l（ゴな場合ではないかと忠、われる。

(1叫位 ノマ－・）／ライJ

れ ！？］｜耕起｜整竺｜恒子！植付 l間｜収設 問 i計
I rヲモワコンi20 20 4 16 ! 20 ! 20 I 10 I 110 

米｜己8 20 10 32 :!1 I 30 ：ー 132

卜ウモロコンの佃l格は1950～54年を 100とするこ，

1959年L：は78まで下落しているので， トウモロコ／栽

培の拡大の始まった初期lこは， ｜ウモロコシ生産は米

作にくらべていっそ司有利であったといろことができ

。
玄包

農民ゆトウモロコシを植えた理由を次のよろ lこ述べ

ている。



トウモロコシの作付率（1965年）

（県の総面積に対する作付面積）

第1図

県の而1告に対するトウ
モロコ〆ブヲ！ドイ柑j合

岐｜値段が｜土壌が適｜近所が植｜殺惜し
I 4 い lしている｜えたので lやすい

u ッブリー 100 I 。｜ 。！ 。
ナコ J サワン 53 I I I 47 
ソサヌローヲ l 72 1 7 ! 21 I 0 
サラブリー l 82 I o I o I 18 
ナコ Jラーチシマ－I 46 I 21 I 16 I 0 
平 均 I E9 I 12 I 10 I 9 

( I品所〉 Chaiy唱団哩 Chuchart,K，出ψhiltlae .... 

1由

これからみても価将の良さが， トウモロコシ栽暗に

虫、Iiる有効な刺阪となったことかはっきりしてくる。

of De官eloj,ing

山
川
凶

f

十
lr

(n: 4) Hla Mynt，五、川1/{)/1/i口

Countries, 1964, chap. 3. 

産生II 

トウモロコシの生産地がどの地域に広が

っているかについてふれておきたし）

トウモロコシの主要な産地としては，

まず，

ロップリ

Census of Agriculture 1963，その他より作

ピッサヌローク県 1963年の統計

ピチット県 1968年の統計

ペッチャプーン県 1964年の統計

コーラート県｝
ナコンサワン県（ 1965年の統計
プリー県｛

サラブリー県j

（出所）

成。

〔i土〕 1
つ

3. 

4. 
5. 
6. 
7. 

ナコンラーチシ

ーマーの各県があげられている。

う行政単位はかなりの広さを有するので県別統計

県といしかし，

サラブリー，ナコンサワン，一， 

を用いると実際の生産地の広がりとはかなりずれ

そこで郡別統計によってそのずれ

をできるだけ修正する必要がある。

第1図は主要生産県の面積に対するトウモロコ

シの作付面積を県別統計によって作成したもので

を生じてくる。

ノfッタパッタナーニコムの 2郡に集中している。第2図は郡別統計によって同様の作業を行あり，

ナーニコムではトウモロコシの作付率は 95%に近トウモロ両国を比較すると，なったものである。

ほとんど郡全体がトウモロコシ畑におおわれ

ているといってよい。チャイパーダーン君日では

1963年の農用地率はわずか7%であったが， 1965

年のトウモロコシの作付率は31.5%に達してu、る

ので， 63年から65年にかけて未利用地の開墾が念

く，これまで考えられていたよりも

特定の地域により集中していることがわかる。

ナコンラーチシーマー県（別名コーラート〉では

トウモロコシの栽培はパークチョン1郡に集中し

ており〈県全体の86%を占める〉郡面積に対する作

付率は30%を越えている。 1963年の農業用地率が

コシの生産地は，

サラブリー県で速に進行したことを示している。

はケンコーイ郡だけで県全体の 7割近くを生産しその時点で比較すればこれはパーク46%なので，

ナコンサワン県ではタークリーとパュノ、

キーリーの2郡に生産が集中している。

これら六つの郡の作付面積を合計すると，約188
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ている。チョン郡の全農地の7割近くがトウモロコシ畑で

あることを示している（注 1）。

ロップリー県では生産はチャイパーダーン郡と
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第2図 トウモロコシの作付率（1965～66年）

（郡の総面積に対する作付面積）

耳目7日枯｛二弁lするl、ウモロコンの作付割合

盟 60引け－

陸軍30～60%

皿E10～30% 
にコ 5～10%

（出所） Census of Agriculture 1963，その他より

作成。

（注〕 サラブリー，ロップリー，ナコン

サワンの各県 1965年の統計

ベッチャプーン県

ナコンラーチシーマー県

キデータ入手できず。

1964年の統計

1966年の統計

万ライになるが， これは全国の作付面積のほぼ半

分である。 このように， トウモロコシの生産はメ
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ナム左岸からコーラート高原に至るきわめて特定

の地域に集中している也2）。これらの各郡ではい

ずれも土地面積の 3割から 4害1］，所によってはほ

とんど全域がトウモロコシ畑になっており， 農用

地に対する比率もきわめて高い。このことはこれ

らの地域にトウモロコシの専業農家が成立してい

ることを裏づけている。

〈注 1) 作付面積が1965年また66年の数字であるの

に対し，農業用地率は63年の数字である。したがって

農業用地に対するトウモロコシの作付割合は特にこの

3年間にトウモロコ・ン生産の進んだ郡ほど大きな数字

を示している。

（注2〕 以上のことからトウモロコシの立地条件に

関して興味のある事実をー，二指摘することができる。

まず，栽培地の広がりは，メナム川l左岸からコーラ

ート高原の間にはさまれるゆるやかな傾斜地に限定さ

H，すでに水田地帯としてかなり利用されてレるメナ

ム川右岸およびコーラート高原にはほとんど伸びてい

かなかったという事実があげられる。

次に道路フコ果たした役割があげらitる。当初，サラ

プリ一一コーラー卜聞のいわゆる FriendshipHigh-

wayの整備とともにトウモロコシ裁培地はパークチョ

ン郡に伸びていくが，パークチョン郡以東になると水

田地借が広がるため Highwayがコーラート高原にの

むていっても， トウモロコシは東北地方に伸びえなか

った。これがナコンラーチシーマー県にトウモロヨシ

生産が伸び悩んだ理由である。その後，コータサムロ

ンからチャイバーダーンを経てコーラートへのびる道

路が整備されはじめると， FriendshipHighwayから

離れた奥地（チャイパーダーン昔日〉の開墾が進み2 生



産物はチャイパーダーン方面へ集められることにな

る。道路と栽培地の関係をみると，当初は道路建設が

トウモロコシの生産を進めるきっかけとなったが，や

がてトウモロコシの生産の発展が逆に道路建設をうな

がしてレった感がある。

III 余剰労働力の流入

米作地からトウモロコシ生産地に人口の社会的

移動があったことはトウモロコシ生産地の人口増

がう！と作地の人口増をかなり上回っていることによ

り証明される位 1)0 

しかし， どのような農民層がどのような動機を

もってどの地方から流出していったかについては

これまで全く不明であった。そこで，ぺッチャブ

ーン県において実施したトウモロコシ生産農民の

実強調査によって， この問題を考える手力2がりに

しT乙U、（注2〕。

ペッチャプーン県は， タイ中央部のパーサック

川流域に広がる地方で，古くから吏通の不便なこ

とで有名であった（注3）。この地方にトウモロコシ

栽培が行なわれはじめたのは比較的新しい。 1961

年にはトウモロコシの作付面積はわずか1万3000

ライにすぎないが， 64年には 16方ライに増加し，

人口は32方人から 37方6000人に増加した。われわ

れの調査はペッチャブーン県のノンパイ郡， ナー

チャリエン，ゴントゥーン，パーンポートの3村

81農家について行なった位4¥

これら農家のこの地への移住は第3図にみられ

るように古くは1930年から始まっているが，その

数はきわめてわずかであって， 1950年まで比3人

しか流入していない。 55年以後になるとしだいに

増加しはじめるが，特に， 1961年前後の流入がは

げしい。約半数の41戸の農家は61年以後tr.流入し

たものである位5¥

30 
人

20 

10 

第 3図流入状況

1930 1940 1950 1960 1970 

（出所〉 ペッチャプーン県の調査より。

間取りによると， この県には広く全国にまたが

る50県以上の地方から農民が流入しているとのこ

とであったが， われわれの調査もまたかなり広範

囲な地方からの移住を示している。その内訳をみ

ると，ピチット， yレーイ，ロップリー， チャヤブ。

ームなど隣接県が最も多く，全体のほぼ半数を占

めている。そして，県内移動が20戸とこれに次い

でいる。そのほか，スパンブリー，サラプリー〔注 6)

をはじめとして， ガンパンペット，ロイエット，

プレェー，アユッタヤー， ピッサヌローク， など

の諸県から流入しており，遠くはラオスからとい

う農家も 1戸みられた。

これら 81戸のうち流出以前から農業を行なって

いたものは64戸であるが，そのうら，米作専業農

第 2 表 流出県の内訳

県内移動 I20 
｜ピチット I20 
I fレーイ I14 

隣接県 lL ップリ－ I 2 
｜チャヤプーム I 1 

｜スパン I 9 
その他｜サラプリ ：－－：－ I 4 

lそ の他 I11 

＊一一一一一~I瓦一

（出所〉 ペッチャプーン県の調査よ旬。
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家は48戸， 畑作専業農家が3戸，残りは両方を行

なっていた。

かれらの流出前の土地所有状況を示したものが

第3表～第5表である。

第3表土地所f:-r形態別分類

自 作農！日
正l 小作農 I 4 
小作農 I 2 
土地のないもの｜ 22 

一一一一五←一一一一一｜ 81 

（出所〕 ベッチャブーン県の調査より。

第4表土地のないものの内訳

商
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事
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（出所） ペッチャブーン県の調査より。

第5表 自作農の土地所有規模による分数

面積（ライ）｜戸数（戸）！比率引）！撰5初対
0～19 I 15 I 28. 3 I 18 
20～39 I 19 35. 9 I 40 
40～59 , 9 i 17 .o I 己2
60～79 I 3 I 5. 7 I 9 
80～99 : 3 I 5.7 i 4 
100以上 I 4 I 7 5 i 7 
r1 : s1 ! 100 I 100 
（出所〕 ペッチャプーン県の調査よれ

* lv1inistry of National Development, Khu,1m 
ほ 111phan γ品切削g kanth示，，kfzγongth1din fop 

ph丘wa主丘nphlitkhong chtiwzcl 11ai ha canwat 

plu1kk[d11g （中部5県における生産と土地所有の

関係〕， 1964.

第3表によると，81戸中 53戸が自作農であり，小

作農や自小作農－は， わずか6戸を数えるのみであ

る。土地なしと答えたものが22戸あるが，これは

第4表に示すように，両親と同居していたもの7

芦．商売を営んでヤたもの10戸を含むからである。

30 

これら 53戸の自作農を土地所有面積規模別にみ

たものが第5表であるが， これによると， 20～39

ヲイのものが最も多く， 約8割の農家は80ライ以

下のものである。これを中部米作農民のものと比

較してみると（主7）土地所有面積の少ない農家がわ

ずがに多いとu、うことがいえる。

第 6表移住の理由

土 J也 を 求 め て 40 
i也 拡 大 23 
沃 な 土

士f也山 15 
の 2 

同

華罪
か ら の 独 立 8 

農畑商
ヵ： や り fこ v、 日
カ2 や り fこ U、 10 
を す る fこ め 3 

そ の イ也 12 

計 1 s1 

（出所〕 ペッチャプーン県の調査より。

移住の理由はさまざまであるが， これを取りま

とめたものが第6表である。 これによると，それ

までの土地所有面積が小さいとか土地の質が悪い

などの理由によって新しい土地を求めてきたもの

が40戸で， tまIま半数を占めている。そのほか，お

もなものをひろってみると，両親と分かれて独立

するために移住してきたものが 8戸， これまで米

作をやってヤたが畑作が有利であると判断してき

たもの 8戸，これまで商売をやっていたり，学校

の先生や役人であって農業とは直接関係していな

かったものが10戸，その他12戸である（注8）。

最後に，かれらの家族構成についてふれておこ

う。家族数の最も多い家で 12人，平均6.4人であ

第7表 世帯主の年齢構成

!20-29歳l羽～39樹ω～伺5日
｜ 吋 以上

世帯数｜ 9 I 2焔｜ 35 I 9 I 2 
比率（%）｜ 11.1 I 32.1 i 43.3 I 11.1 , 2.6 

喜部5県司 31 231 241 3012  0 合（%） I I I I I 

（出所〉 ペッチャプーン県の調査より。

キ 第5表に同じ。



あとでもこの点については，めて可能であった。

う一度ふれたい。

家族の年齢構成をみると高年齢層の少ないった。

(/J 1) 農林官経済局， 81ベージ。

（注2) 調査，;tl966年3月；二1Tなった。

（注 3) 太平洋戦争末期に時の首相ピプン・ソング

ラームが遷析を試みたところとして有名。

(it 4) これら 3村の農家戸数と調査段家戸数Ii次

のとお円。

このことは世帯主の年齢構成を

第7表かちトみることによりはっきりする惜 9）。

ことが目だつが，

ウモロコシ農民は 30～40代が全体の75%を占め中

一方中央メナムデ

yレタ地帯の米作農民は40代24%, 50代30%, 60代

J心となっていることがわかる。

20%とトウモロコシ農民より高年齢膚lと片よって

いる（佐川。さらにこれらのトウモロコシ地帯で ｜民家戸拡｜制限は

I iO, 760 I 

2
8
1
 

Rυ

つ】

ナーチャ ＇iエノ
コントゥー／
ーい＇ ' パ－ .,,, -~ - r 

ばあさんのいない核家族から構成じいさん，は，

81 

あとでふれるように流入農民には無断居住者（squatter)

が多いので，われわれの調査はこの村に定着したかな

り上層の農家しかとらえてレなL、。

〔ロニ 5) Ministry of Interior, R,1ig,,n kitkan 

pracampz canwat phetchab11n 1964 （ベッチャプー

ン県年報1964年） ；こよると， 「この地域への農民の流

入l;t4年前」に始まっている。

（己 G) 一般に新しい土地を切り開く場合にかれら

はなるへく接近しやすし、地主主に土地を求めてゆく。同

州の者や親類縁者がすでに開笠を始めて定住している

とき；ム見知らぬ土地での心理的，経済的不安が少な

いのでその地への移住が促進される。そのため，特定

地域の出身者が一つの村へ集まる傾向がみられる。

( l主7) lv1ini0try of National Development, Kh-

μ♂川isamphan rawang kanthzukhro11g thidin止ap

phc,wa kanphlit khong clultmci nai h江 canwat

phakkl,1月g（中部5県における牛産と土地所有の関係L

1964. 

（注目〕 その他の理由としては次のようなものがあ

る。水害で水田がだめになる。悪人が多かった。商売

で行ったりきたリするうちになん七なく。

UL 9) 年尚男lj男女数はii:のとおり。

面1
あ

るいはその他の地帯から新しい土地を求めて余剰

この事実はう~作地帯，されている農家が多い。

やはり若手の労働力労働力が流出してい〈際に，

がその中心になったことを物語っている（注11）。

トウモロコシ地帯に

流入する労働カの特徴を次の上うに要約十るとと

ができょう。

以上述べてきたととから，

非常に広範囲な地域かちの流入がみちれる

両親かち

とりわけ隣接地域からの流入が多い。

一般に若手の労働カが流出する。

(1) 

カ，；，

(2) 

離れて独立するために土地を求める場合もみちh

一般一家あげての移住もかなりみられるcるが，

にタイでは農家一家あげての移住が激しいととが

とれはかれちの性格に

基本的には農業の不安定性

一つの特徴になっている。

よるところもあるが，

を示している（注］九

移住してトウモロコシを栽培しはじめた人

人の中には商人の数が相当含まれている。

(3) 

~同時病問

年齢IC～10 11～却 21-3031～40ト 60ト両061-70 ト

：｜ 
司

かれら

はこれまでのタイの農民とは異なりかなりの資金

カを有し，それを利用して犬土地を確保する一方，

雇用労働者を入れてトウモロコシの栽培を行なう 32 

18 

31 

39 

30 

26 

q
d
内

3

6

7

 

100 

80 

トウモロコシの栽培技術がきわめことができた。
17 

（注10〕 前掲 Chaiyong教授の報告書によって世帯

主の年齢熔戊と土地所有の関係をみると，自ノj、:'fi告や

小（／ド撲のほうが凶作主よりしむ年層が》L'o これはけJ

31 

50 70 56 106 180 

て簡単であるという事実がかれらの流入を促進し

この数年におけるトウモロコシ生産の急速な

発展はかれらの資本が参加することによってはじ

ナこ。



年齢層；こなるにつれて，資金を苓積し小作や問小作か

ら色作itきへとステータスをよける機会が多くなるか九

であると説明されてぜ、る。

c;::-11) 家族内から若手労働者が流出していく場介

の必要条{Li：は，その者が流出していったあと残さじた

者たちが家扶の生討を判制守するだけの労働力；士有して

いるかとうかである3 土地の生産性の低いところでは

このような形で成年男女が流出していき，最後：こ京子

が土地と家屋を引き継ぐという，ヲく子相続がみら J1る

が，土地の生産性の高いところ，あるいは高める可能

性のある土ころではか j：＿らは必1しも流出していかな

い。そこでその土地を分割］して相続していくという形

がとら 1 手。その箔黒，土地は細分化されていぐ。東

北タイは土地の生産性が低心中央平野や都市への労

働力の洪給源とされているが，そn東北タイでも非常

に土地条件がたく J台分侶続によって， l戸当たりの土

地所有面積が4～5ライに細分化されている村があ

る。たとえばウボンよ丘立市のハーン・チートワアン4寸。

実際lこlよこの丙者が混在 Lている場台が11,く，はっ

きりと区別することはむずかしし、。

（注12〕 タイ燈村内部における後民の移動はきわめ

て玖しい。農村内部のみならず，都市の労働者の移動

も；）＇.＼しし、。

このr:11白の一つは，かれらのものの考え方に求めら

れる。かれらの行fil}j原理は“yC!di kin di”と“sabai”

という二つのことばに集約できる。“y口”は「ある，居

る，住む，生きる」“kin”i:t「食ベるJ“di＇’は「良

1ィ、」をあらわすことばで，“yロdikin di”は「主主なこと

h'i，竪かな生活，良い生活」を意味し“泊1コユi”は「心

身ともに快適」なことを意味する。かれらはこれらの

両者を求めて直ちに行動する。“yロdikin di”がなけ

れば“sabai”であるはずはないが，たこえ物質的欲望

が満たされていてt，ロヒ貴士受けたり， 白尊心を：傷つ

けられた Hすハゴ“sabai”とはL、，，、がたい。

Ll,l.:村生活v土“対abヨl”であ「ても“y日 dikin di”は

なく， tViliの1:mは“y口【Iikill cli”であって‘＇ sab目i”
で1；いことが多可、。

民村にわ l↑る l史民ク）:,'zしいfj',fi;fζ “yc1 di Iくindi” 
の条件が:iごめられないことであり，そのことは低、、主

産性，ォ、：唄な天俣に左右されるタイ段業の不安定住を

物語っている。甘1it1"1の Ch旦iyong／［（筏の調主によると，

中部農村では，山fl'11；でuoライ以下乃腐は約56%ヵ
他地域へ移住した 1、、と Jノ治宝を引っ亡いる。
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千ェンマイ県サンサーイ ffllとスコータイ黒サワンカ

ローグ郡にある土地協同組合は，いずgl';入jf有者にゴ

J山の分配をする目的でほとんと同時期（サンサーイ

1937年，サワンカローグ1940年〉に設立された組f「で

あるが，サンサーイの協同組合では設立以来入植包が

定者してほとんど交代していないのに対 L，十ワンカ

ローグ段協ては役立以来この25年間に入植者の流入試t

山ぶ相ついでいる。これは前者には濯瓶が完備してい

るのに対 1-, 1走者にはこれがなく生庄が不安定なため

である。この詞査については次の機会に報告しだい。

Kasetsart University, Raig,,n phonk,,nvicha, 

n乙・angplulwa k ,nphlit khong kasikon nai saha-

hοnnikomkasikon amphw sawankhalロh canwat 

Sukh月thai（スコ－ ；，イ県十ワンカローク郡入植地紹合

の生産状況に関する調査報告書〕， 1962.

Kaset司 rtUniversity, Raigtln phonkanvichai rwa-

ng ph，，刊江 島、，nphlitkhong kasikonηai sahakonni-
!w川kasilwnamρhw sans‘：ii canwat chiengmai （チェ

ンーミイ県サンサーイ郭入梢地組合の生産状、況に関する

調査報告書）， 1962. 

TV 林野の開墾と土地の取得

メナム川左岸からコーラート高原に至るゆるや

かな傾斜地には広大なトウモロコシ地帯が広がっ

ているが， これらの土地に流入していった人々は

どのようにして土地を開墾し取得していったので

あろうか。

かれらがそこに流入していったときはほとんど

がまだ未利用の原野であった。 この初期の段階に

ナーチャりエン村付近の焼畑



おりる土地の開墾とトウモロコシの栽培状況は次

のようなものであった。

無一物でこの地へ流れ込んだ者は鎌や蛇でブッ

シュを切り聞き，大木は幹に傷をつげて立ち枯ら

したあと火を放った。 トウモロコシの栽培ができ

るだけの広さができると残っている木の株はその

ままにして棒で穴をあけ，種を蒔いて歩いた。こ

れまで利用されたことのない土地は肥沃であり，

最初の1～2年は土を起こさなくてもかなりの収

量をあげることができた。木の株がほうぽうに残

っており，耕すということはほとんど不可能に近

かった。かれらは暇を見つけてはこれらの株を掘

り起こし，たいていの場合は火をつけて焼いた

他 1）。こうして数年たつうちに林野は徐々に畑地

に変わっていったが，耕起は容易ではなく，農家

の土地利用面積は，非常に限られたものであった。

しかし， トウモロコシ栽培に目をつけた多くの人

人が流入しはじめると富農層や商人によってトラ

クターが持ち込まれた。やがて賃耕が一般的な形

態になると位幻農家の土地利用面積は拡大し，大

土地を所有する層も現われはじめる。

われわれの調査農家の流入後の土地所有状況を

みると，自作農43戸，耕作地主19戸，小作農6戸，

自小作農13戸であるが， 自作農や耕＃地主は第8

表にみられるように，いずれも土地の所有規模を

拡大している。かれらは開墾のみならず購入によ

っても土地を集積しはじめている（注目。現在，土

地の所有制限は行なわれていないので， このよう

な新規開墾地では大土地所有者が出現する可能性

をはらんでいる惟4)0 

ところで流入した人々が開墾を進めていったこ

れら未利用の林野はすべて固有地であった俗5¥

未利用の林野を開墾しようとする農民は一定の手

続きをふむことによって土地の権利を得ることが

第8表自作農，耕作地主の所有規模別分類（単位：戸数）

！？型民主L~__ i：＿＿主i竺ι山主－
O～ 19 6 。
20～ 39 6 。
40～ 59 7 5 
60～ 79 5 2 
80～ 89 4 1 

100～149 8 1 
150～199 4 1 
200～249 2 5 
2.50～299 。 2 
300～399 1 1 
400以上 。 1 

43 19 
町一一

（出所〉 ペッチャプーン県の調査より。

できたが位6>, トウモロコシ地帯に殺到した人々

は役場から許可を受けて土地を開墾することは少

なく，ほとんどが無断居住者｛squ副 .er）であった。

権利を確定するまでにはかなりの費用と時間を必

要としたし，未利用地に余裕があるかぎり人々は

争って土地の権利を確定することもなかった。係

官の人数や予算も少ないので， たとえ人々が許可

を求めたとしても，全部に応じきれたかどうかは

疑問である。

ペッチャブーン県では第9表に示すように 1960

年から64年までの5年聞に地券の交付された件数

は1265件，土地面積でわずか7938ライにすぎない。

林野の開墾は大部分が人々の自由な意志によっ

て進められていったが，所によっては政府が道路

や学校など公共施設を作り，入植者を募集して土

第P表ペッチャプーン県の地券交付件数および面積

｜件数制｜面積（ライ）

1 9 6 0 434 1,431 
1 9 6 1 60 245 
1 9 6 2 439 3,168 
1 9 6 3 171 1,995 
1 9 6 4 161 1,097 

計 1,265 7,938 

（出所） Ministry of Interior, R<1igan kitkiin 
pracanψz canwat J,hεtchab1111 （ペッチャブーン
県年報）， 1962, 1963, 1961. 
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の分配を行なうこともあった（注7〕。この入植地

ことをニコムと呼んでいるが， ニコム方式によ

土地の開墾は国民の自発的意志による開墾にく

べると，それほど大きくない。

第10表は 1956～65年の土地の分配を官庁の管轄

とに整理した数字である（注8）。これによると，

民の自発的意志による小規模土地の先占有が約

0万ライと最も多く，福祉局の入植地が 143万ラ

とこれに次いでいる。

ニコム方式による土地の開墾は協同組合管轄の

のを合わせると 158万ライであるが， この土地

部にトワモロコシが栽培されたわけではなν。

祉局のニコムにおけるトウモロコシの栽培面積

62年は44万5000ライであるが， 66年には51方ラ

とそれほど大きな伸びは示していない。 この数

第 10表土地の分配

~~主＿！＿_J!_L！！＿＿！一手＿l(F~i
務省土地局［FringeSettlem削＜＂ Is，即ω
福祉司SelfHelp Sett!巴IT

3 発省土t白協同組合E手u!LandHir：己－Purchasej 4 
Land Settlement I 14β 
Tenanお I 14 

計 ｜ ピ竺と
（出所〉 Adu] Kiyomvipt，“Land for the Landless 

and Tenanお，” 1966.

〈注〕 (1）土地法による小規模土地分配をさす。詳し

くは（注6）参照。

(2）土地局資料により多少修正した。

第11表ニコムにおけるトウモロコシの作付面積

(1962～66) （単位： 1000ライ）

！全農用地｜ トウモロコシ
一一」一三一一一一~－_fl,－民」!!LJ!...... -

1 9 6 2 I 746 I 445目4
1 9 6 3 I 8:17 I 462. 3 
1 9 6 4 I 802 I 470 .1 
1 9 6 5 I 881 491.0 
1 9 6 6 I 913 510.6 

（出所） Ministry of Interior, Raigan phong'7n 

kauna nai kan damn"i山，gannikom san ton eng 

（自立入植地の発展〕， 1966.
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字から判断すると， トウモロコシ栽培は拡大の初

期の段階にはニコムを中心として広がっていった

が， 61年以後の後半には無断居住者による開墾に

よって進められていったということができる。

トウモロコシ栽培地の開墾は占有者のいない広

大な未利用地が国有地として残されていたこと，

そしてだれもが立入り利用できるような制度があ

ったことによって急速に進められていくことが可

能であったと結論を下すことができょう。

Ci注1) トウモロコシ地帯の最先端ではいまなおこ

のよろな状態が畏閉されている（32ベージ写真参照〉。

（注2〕 UthitNaksawat, Raigan phonvichai k<1n-

phlit kh,1ttph月tklwng kasilwn月aitambon thapk-

ltl11lgι百R叩atSaraburl （サラプリー県タップタアー

ン村ブヲトウモロコーン生産に関する調査報告書）， 1962・
トウモロヨゾが鎖tゃi!f：（などきわめてプリミティブな

成業用具を用いた栽培から，いっきょにトラクターを

f吏用する農業に進んでいったことを示すものとしてト

ウモロコシ地滑ドれける農家の農業用具と家畜頭数を

示す数字があげられ上う。

e主業用 Rm類 l 鋤｜まぐわi鍬 l鎌 l
l当たり所有個数｜ 0ι2 I 0.31 I 3.28: 2.83 1 
家 i'ii r巨類 l 牛 l’kヰ：馬｜豚！
1戸当たり飼育頭数｜ 0.2s ! o.09: 0.02 1 0.11 I 4.89 i 0.18 
こょによると， )1)1やまぐりは l戸当たりわずか0.22, 

0.31聞で3～4粁に 1個しかなし、。また，牛や水牛の

飼育頭数もきわめてわずかである。このごとはこれま

でタイの米作農民をみてきた人にほ全〈“信じがたい”

事態である。

（注 3) 土地の購入価格は土地の立地条件， n:=:i;再度

のほか，林野の関空巴の程度によって大きく異なってく

る。われわれの調査ではヲイ当だり 5～6ベーツから

1000パーツまでの備がみられたが， 50～100パーツが

最も多かった。これはまだほとんど林野のままの状態

である。

（注4) 土地法（1954年〕第34条は農業用地の所布

限度を50ライと定めているが，革命団布告49号〔1959

年1月13日）は，この制限は“不適当であり，農業，

工業，商業の発展を阻害する要因であって，国家の経

済に筈を及ばすもの”として廃止した。

(/l5) タイの土地法によると，所有権の取得さ il



ていない土地は国家のものとみなされている〈土地法

第2条〕。これは土地は国王のものであり，国民が生

析するために土地を必要とするかぎりは土地の利用を

認めるという，古くからの考え方を明記した条項であ

る。この土地の耕作者主義をつらぬくと，未利用地へ

の農民の立入りは自由に認め，また，土地の利用を行

なっているかぎりは土地に対する権利を認めるが，土

地の利用をやめてこれを放置すれば土地に対する権利

を認めない，すなわち，土地はふたたび闘家のものに

戻すということになる。土地法第6条は地券のある土

地で5年，地券のない土地で3年，引き続き土地を利

用しないときは土地の権利を失い，土地は国家のもの

に戻ると規定している（放棄地）。

現在，国有地として次の3種類の土地が規定されて

いる〈民法， 1304条〉。

(1）未利用地，放棄地，返還地。

(2) 国民の共同利用地，たとえば海浜，水路，国道

など。

(3) 特に国家の利益のために使用される土地，たと

えば城塞，兵舎など。

（注6〕 土地法はこれら国有地のうち（注5）の(1)

の範爵に属すものを（山や保穫地を除き〉国民に利用

〈開墾〉させて土地の権利を確定する手続きを述ベた

ものであるが，これによると土地の国民への分配は，

(1）政府の係官が国民に土地を分配する場合（27条～29

条〉と（ロ）国民の自由意志により先占有（チャプチ Bン）

させる場合（33条〉の二通りが規定されている。

4イ） 政府の係官による土地の分配は1000ヲイ以上の
比較的まとまった広さの土地を分配地として定め，希

望者を募って選考し入植者を定める。

制 国民の自由意志による先占有は，政府が分配地

とすることをまだ公示していない土地か，分配地に定

められていても函積が小さ〈ばらばらに分散している

土地，または1凹Oライ以下の土地に対して認められる。

これらの土地に対する権利は，次のよろにして定ま

る。

い）の場合，土地を分配したとき郡長は先占有証書を

交付する。この証書の所有者は 6カ月以内に土地利用

を開始し， 3年以内に利用を完了しなければならない。

土地利用が完了すると，その者は地券の焚付を受ける

権利を有する（30条〉。地券の交付を受けて 5年聞は

この土地は譲渡できない。しかし，公共施設，その他

の援助を政府から受けていない場合は譲渡できる（31

条〉。

（吋の場合，先占有を行ないたい希望があるときは郡

長に所定の方式によって願書を出す。係官は測量，審

査を行なった後公示 L，異議申立てがない場合は先占

有証書を交付する。先占有証書を受けたものは（1）の場

合と同様6カ月以内に土地矛IJ用を開始しなければなら

ないが，利用を完了すると郡長から土地利用済みの証

明を申請する権利を有する。そして，この証明書によ

って地券の交付を受けることができる。

さて，以上述べたように先占有証書はこれを受けた

者が一定期間内に立入り利用を行なうことを認める許

可書であり，その期間内は第三者が立入り利用するこ

とを防ぐ権利を有している。たとえその者が利用しな

くてもその期間内は第三者の土地利用をさまたげてい

る。先占有と占有は全く別個のものである。先占有は

他人よりも占有をするのに有利な機会が与えられてい

る。換言すれば他人が占有権を行使するのを禁止する

という権利である。

（注7) 土地法による土地の分配のほかに，特別の

法律による土地の分配がある。その一つに「生活のた

めの土地分配法B.E.2485」があり，ニコム設立の法

的根拠となっている。そして，内務省福祉局はこの法

律にもとづき自立入植地（Self-helpSettlement）を，

土地協同組合局は入植地協同組合（LandSettlement 

Cooperatives）を設立している。土地分配の方法は士．

地法に規定されるものと大差はないが，土地の権利を

取得する条件として政府からの資金援助や長期借入金

の返済が加わっている。入植地協同組合では，組合員

の責任は無限遠帯責任となっているため，組合員の土

地に対する権利の取得はきわめて困雛になっている。

これまで組合員が所有権を獲得した組合は，サムット

プラカーン県のコ－？カーム組合のわずか1組合であ

る。 PantumThisayamondol, Ekast1nsuanbukon nai 

laksana vicha setasat viphatha11t1kan khong saha-

kon nai prathctthai （タイ固における農業協同組合

の発展）， 1966. 

（注8) 1956～65年の10年間にタイ国の全農作物の

作付面積は約14凹万ヲイ（号ち畑作面積は1130ライ〉

憎加している。このうち政府が認めた開墾面積は第四

表に示すように約500万ライである。残りの約900万ラ

イは無断居住者による開墾地とみなすことができる。
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V 資本の供給とトラクターの普及

小農輸出生産の初期の段階では生産はほとんど

自家金融によってまかなわれていた。特にジャン

グルを切り聞いてトウモロコシを栽培するときは

舘，鎌，鍬，マッチ，それに種子さえあれば一定

期間後にかなりの収穫をあげることができ，必要

な資金はわずかであった。販売までの生活資金も

他方に自給自足部門を持つ初期の段階ではほとん

ど問題にならなかった。しかし， 自給自足部門か

ら足を抜いてトウモロコシ生産に特化しはじめる

と， これまでのように自家金融によってすべてを

まかなうことがむずかしくなり，外部からの融資

を受けなければならなくなる。実際には流入する

農民の階層に応じて資本の調達にはいろいろな形

態が生まれてくる。

まず，土地を失い無一物になって畑作地帯に流

れ込んできた者， あるいはわずかな貯えをもって

やってきた者は適当な土地を見つけて開墾を始め

るが， かれらは生活資金や生産資材のいずれも親

類や知人や仲介業者などから借り入れてやってい

かなければならなかった。また，他人の農場で賃

労働者として働くことなどによって現金収入を得

ることもあった。

一方，商人や多少とも蓄積して未開墾地にやっ

てきた者は自ら開墾も行なったが， 雇用労働力を

入れて開墾を進めたり，他人の開墾した土地を購

入したりして第1のグループに対する資金の供給

者となった。

第1のグループは自らの土地を得てやがては独

立して生産を続けていくことのできる層へ上昇す

る者もあったが，天候などが幸いせず位1）土地を

売り払ったり〈注目あるいは取り上げられたりして

さらに奥地へと移動してゆく者もあった。
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トウモロコシ生産が普及するにつれて，第2の

グループはトラクターを購入するが， これは農村

経済に実にさまざまな影響を与えた。

まず， トラクターの所有者層は， 来利用の林野

を開墾して土地を拡大集積していくことが可能に

なった。

賃耕や賃脱穀が一般的になってくると，農民た

ちはこれを利用することによってトウモロコシの

栽培面積を拡大することができるようになった。

特に耕起は降雨を待って一度に行なう必要があっ

たので高い賃耕料金を支払っても作付面積を拡大

することの利点のほうが大きかった性 3)0 

また， トラクターの導入は深耕を可能にしてト

ウモロコシの収量を上昇かつ安定させた。

賃脱穀の普及によって農家は庭先で完全な輸出

農産物（水分の問題を除けば〉を得ることができた

が， これはあとで述ぺるように農家を輸出価格に

敏感にならしめた。

一方喝賃耕の普及はトウモロコシ栽培における

現金支出を増大させかっ固定化していった。一度

トラクターによって賃耕を受ければ， それ以後は

やめることはできなかった。 トラクターのつごう

がつかなければ， その年はトウモロコシの栽培は

行なわなかった。賃耕によって生まれた労働力の

余裕も全く利用されないままであった。

そして何よりも重大なことは， トラクターの導

入により土地の収奪が急速に進みはじめたことで

あった位4)。 トラクターの導入は家畜を追放した

が，これによって畑地への有機物の還元は全くな

くなってしまった。

トラクターの修理工場や脱穀機の製造工場など

農業以外の部門に与えた影響も大きかった。

このようにトラクターの導入はいろいろな方面

に彰響を与えたが， これらのトラクダーはすでに



＼＼＼古本町。トヤ～可雨戸t~司500～9:r，叫計
開 12! 2 I s I 2 l 了下~l 2 I 2い7

賃 部J 1 

帯主 委主 つ- 5 2 9 

米 穀 商 I1 1 2 

業 雑 貨 商 2 2 2 6 

果樹園経営 2 1 3 

).JI) 建設材料販売 1 1 

役 人 1 1 

’
十
J
－ヨロ （台数） 「2-1 2 r 6 

（出所〉 ぺッチャプーン県ノンパイ郡およびピッチェンブリー郡での調査よれ

述べたようにいずれも富農や商人によって持ち込

まれたものである。

第四表はベッチャブーン県ノンバイ郡とピyチ

ェンブリー郡におけるトラクターの所有者（17戸，

均台〉とその職業の関係について調パたものであ

る（桂5』。

これによると， 農業以外の職業では大規模な土

地を所有してνる者が多い。かれら綜町に店舗を

持って商売するかたわら， 自らもトワモロコシの

栽培を行なャかつ賃耕も行なってヤる法的。普通

の農民でトラクターを所有する者は 150ライ以上

の土地所有者が多い。土地所有面積ゼロという完

全な賃耕業者も現われている。

以上述べてきたように， トウモロコシ生産の拡

大発展は仲介業者などから融資を受ける小農民に

よってのみもたらされたのではなく， 資金の供給

者たる富農層や商人たちが生産面へ投資したり，

自らも生産に従事するということによってはじめ

て可能であヮた。これが輸出生産をかくも急テン

ポで発展させてヤった主要な要因の一つであり，

19世紀後半から 20世紀にかけての米作の発展の場

合との大きな差がことにみられる。

3 ぉq
J
 

2 1 4 

（泊二 1) 他の燥作物と同様トウモロコ三ンの生産は全

く天候しだいである。特に作何時期，収桜時期の！砕雨

v）不Ii闘はその年の生産を全くだめにしてしまう。

（社2) 無断層住者の場合，土地に対する権利は認

められないので法枠上Ii芳賀とし、うことは考えられな

いが，実際には行なわれている。

Ct± 3) 賃制｝料金はトヲタ ターの需給（t:Jt・起はl降雨

を待って行なわnるあでトラク Fーの需要は時期・場
所によって大L、に具なる）と土j也糸併によ勺て扶まる。

特に新規附フ•／H也では木の切株やブッシュのために， rir1

1t，排起Uコ能率が思〈， トラクターの被損む激しL、。

平のような土地でじ貨耕料金も当然高くち：る。じたが

ってトラクターの導入された初期の段階では賃緋n金
l二高い。

ウテイット教授によると1961年，サヲプリー， タッ

フタアーン村付近の質耕料金はライ当たり70～80パー

ツと報告されているが， 65年ごろになるとサラブリ

ー， ロッフりー付近ではライ当たり30パー γ程度（水

田でl立それより 2～3割下回る）』こまで下落する。

Kaufman教授の中央部ノ、ンチャン村dコ調査（Bani王

uad, A Community Study in Thailancl)によると

54年当時，オC牛を月レての賃Hf料金がライ当たり60’

ーツでゐるから， 卜ラグターの賃耕料金はそれほど草

くなし、。現在でも水牛による賃耕料金iよlラタタ－11
それを上回っている。

(i.l: 4 ) 土地。肥沃度が落ちてきたことはトヲタ j

ーの賃紛状況にも現われてv、る。ロップリー県＂－：

りー付近では以前は7枚の diskploughが用いら1
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ていたが，現在は 41土に減らして深tJfJるか， トラク

クーの 2回がけが一般化している。そのためトラクタ

ーの台数が増えたにもかかわらず，貨耕料金；まヲイ当

たり25パーツ程度より下がろうとしない。

〔己5) この23台中:rJ1金による購入は 8台， ]'J賦に

よるもの15台である。現金による 8台中7台は商人に

上って購入されたものである。

月it；；＼＇.による版売条件は普通佃俗の 30～40%を頭金と

して支払＇・＇，残念 i:l:15～18ノJ月のJJMとなっている。

こまかい条件，I哨入者の経済状態とにらみ合わけで決

められる。

〔注 6) この場合運転者も雇号。

v1 外部からのインパクトに対する農

民の反応と仲介業者の役割

これまで，土地，労働， 資本とL、う生産要素の

面から輸出生産の拡大をみてきた。次に供給面と

需要面をつなぐ要因として外音防斗らの刺激に対す

る農民の反応のしかたと仲介業者の役割について

ふれておきたい。

運輸通信の改善， 特に道路網が発達してくると

農民はこれまでみたことのない新奇な商品（輸入工

業品）に欲望を刺激されはじめ，これが輸出生産の

拡大を助長する主要な原動力とされた。 しかし，

生産したものをほとんど消費すると U、う自給自足

の農村では，農民の貨幣所得はきわめて少なくこ

の商品に対する欲望が直ちに有効需要とはなりえ

ない。また，その商品を購入するために生産を拡大

し余剰生産物を販売して所得を上げるということ

も少なかった。その欲望を直ちに購買力に結びつ

かせたのは仲介業者によるファイナンスであり，

農民の生産一消費に対する行動様式であった。輸

出需要が強まると，仲介業者は新奇商品を提供し

その資金の回収のために農民に生産を行なわせた

のである。農民も生産に先だって消費することを

好んだ。仲介業者は資金の回収の見込みがあるか
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ぎり融資〔生活用品，生産資材を含めて〉したが，そロつ

融資の原則は，あくまで短期（少なくとも l年以内）直

利であった。価格の下落や凶作また農民の逃散な

どの不安がつきまとうために個々の農民の経済状

態を熟知する必要があった（出 I）。場合によっては

農民を監視するための人を雇った。また， 農産牧

の売渡代金の一部を預かることもした。かくて，

仲介業者は輸入工業製品の供給者や輸出農産品の

買付者としてだけではなく，農民に対する融資や

預貯金をあっかう銀行の役割も果たしながら農村

経済の中に根をおろしていった。 このことは，生

産一消費という正常な型から， 消費一生産という

逆転した型が農村経済において一般的になること

であった也2）。

消費が生産に先行していくということは農村内

部に信用が膨張していくことである。 このような

状態においては，商品作物の価格の下落と天候不

順による凶作が農民に決定的なダメージを与える

ことになる。それが短期的なものであれば負債の

累積ということで農民も仲介業者も耐えることが

できたが， 長期的なものになってくると土地を失

う農民が増加してくる。世界恐慌後の 1930年代に

土地を失う農民が続出し重大な社会問題となった

が，これはこのような形で農村内部での信用が膨

張していたことを意味している（注目。

土地を失った農民は未開墾地が残されているか

ぎりそこに土地を求めて移動していった。しかし，

利用しうる未開墾地が減少しはじめると農民は小

作人の地位に転落せざるえない。その意味で 1950

年代後半におけるトウモロコシの輸出生産の発展

は米作フロンテノアーの消滅によって小作人の数

が増加しはじめていた中部米作地帯の危機を救う

ものであった。 しかし， トウモロコシ生産は米作

と異なり， 100%換金されるものであることを考え



I I ,¥;" •3-? I 近隣村商人 iホ ー

17.87 I 30.20 I 

[ 38.02 I 31.46 I 

I 17.61 ! 24.30 , 

31 ～ 50 I 13. 66 I 35. 53 I 4s. 19 I 2. 62 I 
平均 1 10.25 1 34.01 ¥ 34.44 ¥ 21.30 1 

Uthit Naksawat, Raigiin pho11vichai kanphlit ldu1uphot khong kasikon 11ai tambon thapkuang 

canwat SaraburT, 1962. 
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（出所）

第13表によるとトックカーウポートによる集荷トウモロコシ輸出生産への特化は米作の場れば，

土地所有規は平均で全体の21%を占めているが，価格や豊凶に対する弱合と比較にならないほど，

模が大きくなるに従って減少し， 31～50ライの階

このよ層ではわずか2.62%を占めるにすぎない。

点を持っているといえよう。

ところで，仲介業者が生産農民に融資する場合，

元利を一定量の収穫物によって返済させるという

形態がしばしばみられる。

うに全体としてトックカーウポートによるトウモ

他地域から流

入してくる商人が高い価格で買いつけるためであ

ロコシの集荷が減少しているのは，仲介業者からすれば，

農産物による返済はその生産物の価格を低く評価

するということと農産物の集荷を確実にするとい る。

ノンパイ郡の調査農家でも同様な傾向がみられ農民の側にも農産物の価格う二重の利点があり，

第14表，第15表はトウモロコシおよび米の販fこ。が不安定な場合には価格の下落の影響を避けるた

売先とその理由について調べたものである。しこれを受け入れようとする気は十分ある。め，

価格や商人から与えられる便宜こjもによると，何よりも売手の立場がす示、ために農産物の

引渡しを約束する場合が多い。

かし，

によって生〔車を持って箇場まで買取りにくるなど〉メナムデルタの米

借金のために売り産物を処分するケースが多く，作地帯ではこの形態の融資をトックカーウ（米釣

トウモロコシの販売先とその理由 （単位：戸）

一理申一販売千｜需品費需要［昼間語別三十

借金I2 I 2 I 2 I I 

盟諸ギt~ ! 1; I 1 I I I 
金が早く欲しし、 ,.1 I I I ! 

品費-z-\17J~G I 1 I 1 I I 
~－一Fτ「γ｜工戸J
ベッチャブーン県の訊査より。

借金の場合は，返済は収穫渡すケースは少ない。

第14表

ウティット教授の調査

では負債農家の約4割がこの形態による借入れを

行なっていたほU。融資の対象がトウモロコシの

場合は同様にトックカーウポート（トウモロコシ釣

り）と呼ばれサラブリー県タップクアーン村では

負債農家の半ば以上がこの形態による借入れを行

り）と呼んでいるが借り，

トックカーウポートにしかし，なってu、る〈注6）。
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（出所）

近隣村や県庁所在地の商人

の買付けによってしだいに困難になりつつある。

よる収穫物の集荷は，



第15表米の販売先とその理由 （単位・戸）

販売先 ｜不特定｜ ｜ ｜ 
理由 ！省人｜地場商人｜精米所｜ 計

借金！ I I 1 I 1 
値段が良い｜ 14 I 1 I 5 I 20 
便利である｜ 5 I 4 I ::i I 12 
金が早く欲しい ::i I I I 
その他，不明 l I 1 I 2 I 3 

言I・ : 22 I 6 11 i 39 

〔出所〕 ベッチャブーン県の調査より。

物で行なうが， その場合も収穫物引渡し日の時価

で計算されるのがトックカーウポートと異なる点

である。特に米の販売においてもトックカーウの

現象がみられないことは注目すべきである。

このように， トックカーウポートやトックカー

ウがこれらの地帯でしだいにすたれてきているの

はなぜであろうか。この理由としては，

( 1) まず， トウモロコシに対する外国からの需

要がきわめて強く，輸出業者が引i度し不能（non-

<leiivery）を恐れて買い集めるという状態が続いた

ため売手の立場が著しく強まった。同時に価格が

比較的安定していたために， 農民は一定量の収穫

物で返済するという価格下落に対する危険回避を

行なう必要がなくなった。

(2) トウモロコシ地帯は米作地帯にくらべて村

落の歴史が浅く仲介業者の個々の農民に対する支

配関係が固定化していない。

(3) トウモロコシは農家の国場で脱穀され米の

ように精米所を経由しない。そのため輸出向格を

直接庭先価格と関連づけることができる。 トウモ

ロコシ農民は米作農民とは比較にならなu、ほど貨

幣経済にまき込まれており，価格に対してはきわ

めて敏感である，

といったことがあげられよう。

しかし， といって仲介業者の支配力が全くなく

なってしまったわけではけっしてない。 カセサー
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卜大学のサワンカローク農協の調査報告書心主 7）に

よると， トックカーウポートはみられなくなった

が，トックグーン〈金釣りという形態が生まれた

とv寸。商人は収穫物で、の返済は時価で換算する

し， その価格も押えるような気配は全くみせない

が， その店の商品を掛売りするときこれまで以上

に高い値をつけたり， はかりをごまかしたりする

という。金を餌にしてトワモロコシを釣ることが

できなくなったために， 金を餌にして“グーン”

（金）を釣ろうというわけである。

要するに，仲介業者の支配形態がトウモロコシ

栽培地帯という貨幣経済の著しく浸透している地

帯では， これまでと異なった形をとって現われて

きたということができる。

（注 1) このような状態では制度金融は二重の意味

ではいっていく余地はなし、。まず決民の経済状態を熟

知するということで 11:IJ度金融は仲介業者の敵ではな

い。また，貸付金に対する担保を必要とするので，貧

換に対する貸付はできない。

（注2〕 タイの農村調査報告書でほ， i蛙民の負債が

治大していることが強調され問題にされている。しか

し， このような辿転した型が一般的であることを考え

れば，所得水準が上昇していくにつれて良家の負債が

治山lしていくことはむしろ当然であろう。

〔注 3) 世界恐 l荒後土地を失う農民が続出し社会不

安が増大したので，土地の惟手IJを保愁する一方，以府

は林野：の開if!を国の政策として取りよげ，国有地の開

翌のためにし、ろいろの入植地を作った。

〔L王4) タイ語で主iを企tることを“トッ Fプラー”
という。“トック”は「主tる」で“プラー”が「魚、」で
ある。刷、資して収礎物での返済を求めるこいうことは

金を白［にして“カーウ” 「米」を釣ることである。

〔tl:5）じthit N,,ksawat, Phawa niぷin khong 

ch,7un,l lae k,znkhd ld1,1u naiρhak kl,Ing prathEtth-

ai, 1958. 

〔lヒ6) Uthit Naksawat, Raigdn phonvichai k,ln-

phlit lduiuphut khong kasιJwn nai tambon thapku一

山zgιa11watSa,ab1げ i,1962. 

100 ハーツ｛昔づるとトウモロコ／15～20タン（ 1タン



は20りットノレで豹15キログラム〕を，Jz:i斉じな村41:Jな

らなし、。これは150～200λ－Yiこi民主lする。
この報告によると「トックカーウポ｝トによる貸付

l土担保なしで貸すため相手を信煩Lなければならな

L、。トウモロヲシの収税が終わると直ちに圃場へかけ

つけなければならなし、。しかし，ちょっとでもi!tれる

と民民はし、そし、で苛り払って Lまい貸金が同収できむ

L、」という。

( It 7) Kasetsart University, Raigl1n phonvichai 

rawang p/uiwa kiinphlit ld1011g lwsilwn nai saha-

konnikomkasikon amph匂 sawanl,halok canwat 

Sukhuthai 1962, p. 9. 

四要 約

タイにお付るトウモロコシ生産は， これまで考

えられていた以上に特定地域に集中して行なわれ

ている。これらトウモロコシ生産を促進した要因

については，これまで種々論じられてきたが，本

論では特にその中で土地，労働，資本という生産

要素がトウモロコシの生産地を成立せしめた役割

について考察した。

労働力の面では主として米作地帯における若干

の余剰労働力が流出し， まだ来利用のまま放置さ

れていた広大な林野と自由に土地を取得できるよ

うな土地制度が， トウモロコシの栽培を促進した

ことを知った。

富農や商人層もトウモロコシ栽培に進出した

が， かれらは資本の供給者であると同時に農民の

新奇な商品に対する欲望を現実化させる役割も果

たしたJこれは農村内部の信用を膨張させること

であった。輸出生産の発展は常に価格低下と凶作

というこつの危機を内在させたまま進んでゆかざ

るをえない運命を負わされてU、る。

米作農民は米の輸出プレミアムによって米価を

低く押えられているが， トウモロコシの国際価格

は直接圃場価格に影響を与える。とれがトヲモロ

コシの栽倍を米にくらべて有利にした理由の一つ

であるが， 国内米価が安かったとをは，生産物。っ

すパてを販芳し生活手段（米を含めて〕を購入する

トウモロコシ農民にとって二重の利点であった。

その意味でトヅモロコシ生産は米作農民の犠牲め

もとに発展したといえるかもしれない。 しかし，

一方トウモロコシ生産の発展は，人口増加やすで

に述ベた理由によって米作地帯に累積した危機を

救った， あるいは危機の到来を引き延ばしたとも

いえる。

価格の下落と凶作とu、う二つの基本的な危機の

ほかに， トウモロコシの連作による土壌の肥沃度

の低下が現実的な問題としてさしせまってνる。

トラクターの導入はトウモロコシ生産を発展させ

たが，一方では自然のサイク1レを破壊し農地から

の収奪を早めていった。この問題を解決するため

に休開地やローテーションの導入が叫ばれてヤ

る。しかし，休閑地はともかく，ローテーション

の導入のためにはそこに栽培する作物の布場を確

保する問題が解決されおばならない。

これまでタイ国は輸出生産への特化によって国

の経済を発展させてきた。これから先は新たな輪

出産品を求めるほかに， こうした圏内市場を拡大

する地道な努力を積み重ねなけれぽならなU、であ

ろう。

（動向分析部）
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